
事 項 ｜りんご新品種と主要品種の交雑和合性

りんご品種相互の交雑和合性を交配実験によって決定するためには多大な労

力と年数を要してきた。

ね ら い｜ DN  Aマーカーによって、りんご新品種と主要品種の自家不和合性遺伝子型

を判定し、交雑和合性を明らかにしたので、マメコバチ利用園での授粉樹の選

択及び人工授粉する際の花粉親の選択の参考に供する。
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1 DN  Aマーカーを利用して、主要品種及び新品種の自家不和合性遺伝子型

を判定した。

2 判定した自家不和合性遺伝子型に基づいて、品種間の交雑和合性を推定し

た（表）。主要品種に関しては、これまでに交配によって得られた結果とほぼ

一致した。

3 自家不和合性遺伝子型が同じ組み合わせは交雑不和合性で、授粉樹や人工

受粉の花粉には使えない。

4 3倍体品種（ジョナゴールド、北斗、陸奥、ハックナイン、あおり 9など）

は自家不和合性遺伝子型に関係なく、花粉親として利用できない。

5 新品種導入の際には、表を参考にして交雑和合性の品種を選ぴ、根植する

授粉樹や人工授粉用の花粉親とする。

1 交雑和合性の品種を、根植する授粉樹や人工授粉用の花粉親として的確に

選ぶことによって、結実数が確保される。

期待される効果 I z 今後、品種相互の交雑和合性は、交配による方法ではなく、自家不和合性
遺伝子型を判定する事によって、迅速に推定することができる。

3 育種現場での交配親の選択に利用できる

めしべ（結実させたい品種）と花粉（授粉樹）の組合わせを逆にすると、交
利用上の注意事項｜

雑和合性の判定が異なる場合があるので、表を参照する際注意する。
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【根拠となった主要な試験結果】

表 りんご品種の自家不和合性遺伝子型と交雑和合性 （平成11年青森グリーンバイオ）
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S3,S9 夏 緑 × 。。。。。。。× × × 。。× 。。。。。。。× 。。。。。。× × × × 
Sg,Sx 千兄 。× 。。。。。。。× × 。。× 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S5,S7 さ ん さ。。× 。。。。。。× × 。。× 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S3,S7 ’コ カ官、 る。。。× 。。。。。× × 。。× 。。。。。。。。× 。。。。。。。× × 
S2,S9 レッドゴールド。。。。× 。。。。× × 。。× 。。。× 。。。。。。。× 。。。。× × 
S7,Sf 千 秋。。。。。× 。。。× × 。。× 。。。。。。。。。。× 。。× 。。× × 
S7,S9 紅 玉。。。。。。× 。。× × 。。× 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S9,Sx デリシャス系。。。。。。。× 。× × 。。× 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S3,S9 世 界 一× 。。。。。。。× × × 。。× 。。。。。。。× 。。。。。。。。× × 
S2,S3,S9 ジョナゴールド × 。。。× 。。。× × × × × × 。。。× 。。。× 。。。× 。。× × × × 
S2,S3,Sf 北 斗。。。。。× × 。。× × 。。× 。× 。。。。。。。。× 。× × × × × × 
S2,S3 コールデン。。。。。。。。。× × × × × 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S2,S3 メ 口 一。。。。。。。。。× × × × × 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S2,S3,Sg 陸 奥。。。。。。。。。× × × × × 。。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S2,S7 王 林。。。。。。。。。× × 。。× × 。。。。。。。。。。。。。。。× × 
S2,Sf ゐ、 じ。。。。。。。。。× × 。。× 。× 。。。。。。。。。。× 。。。× × 
S7,Sg 印 度。。。。。。。。。× × 。。× 。。× 。× 。。。。。。。。。。。× × 
S2,S9 金 星。。。。× 。。。。× × 。。× 。。。× 。。。。。。。× 。。。。× × 
S7,Sg オt の 幸。。。。。。。。。× × 。。× 。。× 。× 。。。。。。。。。。。× × 
S7,Sx ち な ’つ。。。。。。。。。× × 。。× 。。。。。× 。。。。。。。。。。× × 
S3,Sf こうたろう。。。。。。。。。× × 。。× 。。。。。。× 。。。。。。。。。× × 
S3,S9 きたろう × 。。。。。。。× × × 。。× 。。。。。。。× 。。。。。。× × × × 
S3,S7 未希ライフ。。。× 。。。。。× × 。。× 。。。。。。。。× 。。。。。。。X X 
S3,Sx シナノレッド。。。。。。。。。× × 。。× 。。。。。。。。。× 。。。。。。× × 
S7,Sf シナノスイー卜。。。。。× 。。。× × 。。× 。。。。。。。。。。× 。。× 。。× × 
S2,S9 アキタゴールド。。。。× 。。。。× × 。。× 。。。× 。。。。。。。× 。。。。× × 
S9,Sf 安 ネ斤 世。。。。。。。。。× × 。。× 。× 。。。。。。。。。。× 。。。× × 
S7,Sf ほおずり。。。。。× 。。。× × 。。× 。。。。。。。。。。× 。。× 。。× × 
S3,S9 ハニークイーン × 。。。。。。。× × × 。。× 。。。。。。。× 。。。。。。× × × × 
S3,S9 はつあき × 。。。。。。。× × × 。。× 。。。。。。。× 。。。。。。× × × × 
S3,S9,Sf ハックナイン × 。。。。。。。× × × 。。× 。× 。。。。× × 。。。。× 。× × × × 
S2,S7 ,Sx あおり 9 。。。。。。。。。× × 。。× × 。。。。? 0 。。。。。。。。。× × 
注 1）表中のO印は、交雑和合性で、授粉に適する組合せである。
2）表中の×印は、授粉樹や人工授粉の花粉に利用できない組合せである。

3）表中の？印は、未確認の遺伝子型（Sx）により、今後検討が必要な組合せである。

つ、
u
q
d
 

司

I


